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１ 取 組 の 設 定 

取 組 を 実 施 す る 意 図 及 び ね ら い 取 組 を 通 し て 育 て た い 児 童 生 徒 像 

 本校児童の課題である「挨拶」に関して、児童会を中

心に改善に向けた取組を考えたり、他の委員会等への協

力を要請したりすることを通して、課題解決に向けて、

進んで取り組もうとする主体性の高まりを狙う。また、

これらの取組の中で、様々な児童と触れ合う場を意図的

に設けることで、児童間の絆づくりを進め、自己肯定感

や集団への帰属感の向上へとつなげる。 

 「自ら考え課題解決する力」「共に学びをつな

げる力」「自己を見つめ調整する力」をバランス

よく備えた児童。 

 ３つの力が身に付くことで、成功体験も増え、

自己肯定感が高まり、次へのステップ（さらなる

チャレンジ）につながると考える。 

２ 展 開 

取 組 の 具 体 的 内 容 取 組 の 創 意 工 夫 

○自分たちの生活を振り返り、課題を見出   

すとともに、理想の学校像についてイメ  

ージやアイデアを出し合う。 

①あいさつ BINGO 

初めは個人で取り組んだ。低学年が意欲的

に取り組んだ半面、高学年の参加が少ない 

という結果となった。執行部で取組を振り返

り、学級単位で実施すると協力して挨拶の大切

さを実感できるのではないかと考え、２度目は

学級単位で実施することとした。 

②あいさつキャラクター 

全校児童にあいさつキャラクターの案を募集した。集まっ

た 42 案から、より挨拶の大切さ等が伝わるもの 12 案に絞り、

投票を行った。応募者全員に参加賞状を、上位３案に選ばれ

た児童には、表彰状を渡した。この３案については、通信な

どの広報活動に使用している。 

③あいさつ標語 

誰もが参加できるためには、国語科等で日頃

から親しんでいる作句活動を季節の行事と関

連させて取り組んではどうかと執行部で協議

を行い、「あいさつ標語をたくさん作って鬼を

追い出そう」と題うち、取組を計画した。 

○振り返りと新執行部への引継ぎ 

今後、新執行部役員の決定を受け、成果と課題、取組や行

事などについて新旧役員で引継ぎを行う。（２月下旬～３月上

旬） 

児 童 に め あ て を も た せ る た め に 

「なぜ挨拶が必要なのか」な

ど、挨拶の意義や目的を考え

させることで目的意識を持た

せた。また、個人や学級に配

った用紙には、自分たち（学

級）の課題をビンゴの中心に

設定する等、より自分事とし

て取り組む工夫を行った。 

児 童 の 意 欲 を 高 め る た め に 

表彰状やスタンプ等、

取り組んだ成果をすぐ

に児童に返せるように

したり、執行部に途中経

過を集計させたりする

など、自分たちの取組の

現状をリアルタイムで

認識できる形とした。 

児童の頑張りを認め、価値付けるために 

活動途中、定期的に振り返りを行い、多くの

教職員が意図的に評価し、自分たちの取組に対

して自信を持たせた。また、課題が明らかにな

った際も、自分たちで解決策を考えたり、教職

員からアドバイスを受けたりするなど、次の活

動に向けて試行錯誤を重ねることで、より良い

ものへと変化していった。 

３ 成 果 と 課 題 

児童会目標を柱に各委員会で様々なアイデアを出し合い、誰もが楽しみながら、課題解決のために取り

組んでいこうとする児童が増えた。また、活動の意義や目的をはっきりとさせようとする姿も見られるよ

うになった。これらの成長を個人のものだけでなく、集団全体へ広げていくことが次の目標である。 

 「学校楽しぃーと」の自己肯定感の項目において、肯定的な回答をした児童の割合は、１回目 76.2%、

２回目 74.9%であった。（３回目は２月上旬実施予定である。）肯定的評価の全体の割合としては微減し

たが、「とても思う」の割合が増加し、「そう思わない」の割合が減少する等、集団としての高まりは見

られた。一方で、個に応じたサポート支援の面でさらなる工夫や取組が必要である。 

学級活動  ○ 別紙様式１ 学校行事 児童会活動  


